総合的な学習の時間　　　　　　　総合的な学習の時間　全体計画




	＜各学年のテーマ＞

	第１学年
	（身近な所から）発見する
身近な人々や伝統文化に触れることで、自分がどのように支えられてきたかを知り、自分の将来像を考えるとともに、計画的に行動する。

	第２学年
	（範囲を広げて）広げる創る
身近な人々と関わり、その生き方に触れることにより、自分の目標の再確認をするとともに、広い視野に立って考え、行動する。

	第３学年
	（自分を）見つめる
社会の一員としての自分を見つめることで、自分自身の生き方を考え、主体的に行動する。







	
	第１学年
	第２学年
	第３学年

	探究課題
	・調べ方を学ぶ。
・働くことについて考える。
	・わが町白山の良さを金沢の町づくりから学ぶ。
・職業を知り、また働く人の夢や願いを考える。
	・関西研修における課題を設定し、探究する。
・社会に目を向けて課題を発見し、自分の生き方を考える。
・職業の選択と社会への貢献を考える。

	育てようとする資質・能力
	知識・技能
	・探究的な課題について解決の仕方が分かる。
・目標を持って学ぶことの大切さが分かる。
・身近な人の職業観から働くことについて分かる。
	・金沢の町づくりの特徴が分かる。
・勤労や体験の探究的な学習から様々な職業について分かる。
	・探究的な課題の解決の仕方を身に付けている。
・進路の学習から、現在及び将来の自己の生き方について考えるための方法が分かる。

	
	思考力・判断力・
表現力等
	・問題状況の中から課題を発見し、設定する。
・必要な情報を収集し、得た情報を比較したり関連づけたりして整理する。
・学習の仕方や進め方を振り返り、学習や生活に生かす。

	・目的に応じて手段を選択し、必要な情報を収集・分析する。
・相手や目的に応じて論理的で効果的な表現を工夫する。
・学習を振り返り、今後の学習や生活にいかそうとする。
	・多様な方法からより効率的・効果的な手段を選択し、確かな根拠を持って分析をする。
・論理的で効果的な表現を工夫する。
・学習を振り返り、今後の生き方につなげる。

	
	学びに向かう力・
人間性等
	・異なる意見や他者の考えを受け入れて尊重しようとする。
・探究的な活動を通して、自己の生き方を考え、夢や希望などを持とうとする。
	・目標を明確にし、課題の解決に向けて計画的に行動しようとする。
・異なる立場の人や文化に進んで関わろうとする。
	・主体的に考え、目標を持って、課題の解決に向けた探究に取り組もうとする。
・探究的な活動を通して、進んで実社会・実生活の問題の解決に取り組もうとする。


＜保護者の願い＞


・他を思いやることのできる優しい心を持つ生徒の育成。


＜教師の願い＞


・集団の一員として、自分を大切にすると同時に、他も尊重できるように、人の立場になって考えたり、感じたり、行動したりすることができる生徒の育成。





＜生徒の実態＞


・県下有数の大規模校のため、様々な特性をもった生徒集団が存在する。


・上級生の姿を見て（行事や部活動を通して）下級生が育つ良いサイクルがある。また上級生の姿は学校生活に意欲を持つことにもつながっていると思われる。


・自分の将来の生き方を考えている生徒はまだまだ少ない。


・主体的に課題を追求する姿勢が弱く、積極性に欠ける。


・考えを他や全体に伝えるための言葉の表現力が十分でない。








＜学校教育目標＞


『価値ある汗と涙がさわやかに光り輝く学校』


－生徒同士、先生同士、生徒と先生が響き合って－








＜総合的な学習の時間の目標＞


探究的な見方・考え方を働かせた横断的・総合的な学習を行うことを通し、よりよく課題を解決していくための、また自己の行動や生き方を考えていくための資質・能力を育成する。








＜育成することを目指す資質・能力＞





◆知識及び技能


探究的な学習の過程において課題の解決に必要な知識及び技能を身につけ、課題に関わる概念を形成し、探究的な学習のよさを理解する。





◆思考力・判断力・表現力等


実社会や実生活の中から問いを見出し、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようにする。





◆学びに向かう力・人間性等


探究的な学習に主体的・協動的に取り組むとともに、


互いのよさを生かしながら、積極的に社会に参画し


ようとする態度を養う。





＜地域の実態＞


・農村地区と新興住宅街、旧市街地が共存していることに加え、大型スーパーや遊興施設が進出している。


・地域の中心校であるため、地域の強力なバックアップを得られる環境にある。生徒を応援しよう、という地域に愛着を持つ地元の方々の力を感じる。





＜指導体制＞


・必要に応じて外部人材を活用する。


・生徒の学習状況に応じた


柔軟的な指導体制をと


る。





＜指導方法＞


・グループ学習や異年齢集団による学習など多様な学習形態を工夫し、他人の意見を取り入れたり、自分の意見を伝えたりする学習を行う。


・外部の人と接するときのマナー指導を徹底する。


・課題意識を喚起させ、情


報収集、整理・分析、ま


とめ・表現と、学習の過


程を経由するように工夫


する。





＜学習の評価＞


・作文や作成したレポートなどの制作物や振り返りのワークシートなどを利用し、生徒の良い点や進歩の状況を積極的に評価する。


・指導の過程や成果について評価する。








